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C O N T E N T S

特
集

　

海
面
か
ら
蒸
発
し
た
水
は
大
気
中
で
雲
に
な
り
、
や
が
て
雨
や
雪

と
し
て
陸
地
に
降
り
そ
そ
ぎ
、
河
川
や
地
下
水
を
経
て
海
に
も
ど
り

ま
す
。
こ
の
過
程
で
海
水
は
淡
水
に
変
わ
り
、
よ
り
高
い
場
所
に
運

ば
れ
る
の
で
、
水
資
源
と
し
て
よ
り
使
い
や
す
い
状
態
に
変
わ
り
ま

す
。
河
川
上
流
を
覆
う
森
林
は
、
陸
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
淡
水
が
地

上
で
の
移
動
を
は
じ
め
る
場
所
で
あ
り
、
森
林
に
お
け
る
水
の
動
き

は
、
河
川
に
流
出
す
る
水
の
量
と
そ
の
時
間
的
な
変
化
に
影
響
し
ま

す
。

　

平
成
27
年
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
水
循
環
基
本
計
画
は
、
水
源

涵か
ん

養
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
の
森
林
の
整
備
及
び
保
全
を
進
め
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
実
際
に
森
林
と
水
循
環
が
ど
の
よ
う
に
関
わ

り
合
う
の
か
、
科
学
的
な
知
見
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
特
集
で
は
、

間
伐
等
に
よ
り
森
林
の
状
態
が
変
化
し
た
時
、
あ
る
い
は
温
暖
化
の

進
行
に
よ
り
将
来
の
気
候
が
変
化
し
た
場
合
、
森
林
に
お
け
る
水
の

動
き
や
河
川
へ
の
流
出
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
、
具
体
的
な
調
査

研
究
等
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
　
坪
山 

良
夫

水
循
環

森
林
と

1	

特
集
　	

森
林
と
水
循
環

◆
間
伐
す
る
と
森
林
か
ら
の

　

水
流
出
量
が
増
え
る

◆
森
林
に
積
も
る
雪
と
溶
け
る
雪
を
探
る

◆
気
候
変
動
と
森
林
流
域
の
水
流
出

◆�

沖
縄
本
島
北
部
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
人
工
林

に
お
け
る
水
循
環

◆�

熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
水
循
環
に
乾
燥
常
緑

林
の
高
木
が
果
た
す
大
き
な
役
割

◆�
水
源
林
造
成
事
業
に
よ
る
森
林
の
水
源
涵
養
機

能
発
揮

14	

研
究
の〝
森
〟か
ら

◆��

ド
ン
グ
リ
の
林
で
マ
ツ
タ
ケ
は
作
れ
る
か
？

　

―��

マ
ツ
や
ブ
ナ
科
樹
木
の
苗
で

　
　

�

マ
ツ
タ
ケ
類
の
菌
根
形
成
を
確
認�

―

◆��

天
然
の
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り

　

―��

多
様
な
森
の
環
境
利
用
、

　
　

�

収
入
も
楽
し
み
も�

―

18	

地
方
の
研
究
紹
介

◆�

九
州
支
所

◆�

九
州
育
種
場

20	

森
林
・
林
業
の
解
説

か
ん
た
ん
で
道
具
の
い
ら
な
い
草
花
遊
び

22	
	

私
た
ち
の
く
ら
し
と	

　
森
林
・
木
材
の
放
射
能

渓
流
性
水
生
昆
虫
等
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

に
よ
る
汚
染

24	

森
林（
も
り
）を
創
り
活
か
す

水
源
林
造
成
事
業
に
お
け
る
地
域
と
の
連
携

―�

五
木
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
の
取
組
み�

―

26	
	

森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

27	

森
林
講
座
の
お
知
ら
せ

28	

何
で
も
報
告
コ
ー
ナ
ー

◆
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
開
催
「
も
り
の
展
示
ル
ー
ム
」
公
開

◆
バ
イ
オ
マ
ス
エ
キ
ス
ポ
展
に
出
展

◆
平
成
27
年
度　

男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
組

◆
井
上
春
成
賞
受
賞

◆��

森
林
総
合
研
究
所
研
究
報
告

宝川森林理水試験地。この地で1937年より観測を続けています。
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水循環水循環 森林と森林と

間
伐
す
る
と
森
林
か
ら
の
水
流
出
量
が

増
え
る

　

間
伐
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
人

工
林
の
荒
廃
や
公
益
的
機
能
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る

な
か
、
林
野
庁
や
都
道
府
県
は
間
伐
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
間
伐
も
推
進
さ

れ
、
２
０
１
３
年
度
以
降
、
年
間
52
万
ha
の
規
模
で

間
伐
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

間
伐
を
行
う
と
、
水
源
涵か
ん

養
機
能
は
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
問
い
の
答
え
を
、

流
域
と
い
う
大
規
模
な
ス
ケ
ー
ル
で
実
証
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
我
が
国
で
定
量
的
に
評
価
さ
れ
た
例
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
茨
城
県

常
陸
太
田
市
に
あ
る
試
験
流
域
で
、
間
伐
を
行
う
と

水
源
涵
養
機
能
に
か
か
わ
る
水
流
出
や
蒸
発
散
量
が

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
実
証
的
に
調
べ
ま
し

た
（
久
保
田
ら
、
２
０
１
３
）。

　

地
質
や
植
生
、
流
域
面
積
が
ほ
ぼ
同
じ
２
流
域
を

試
験
地
と
し
て
設
定
し
（
図
１
）、
３
年
間
流
量
観

測
を
行
っ
た
後
、
片
方
の
流
域
を
間
伐
し
ま
し
た
。

そ
し
て
ま
た
３
年
間
流
量
観
測
を
行
い
、
流
量
や
蒸

発
散
量
の
変
化
を
解
析
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方

法
を
対
照
流
域
法
と
い
い
ま
す
。
試
験
地
で
は
同
時

に
、
降
水
量
な
ど
の
気
象
観
測
と
林
内
降
水
量
（
樹

冠
通
過
雨
量
＋
樹
冠
流
下
量
）
の
観
測
を
行
い
ま
し

た
（
図
２
）。
間
伐
の
際
に
は
、作
業
道
を
開
設
せ
ず
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
樹
木
を
伐
採
し
、
伐
採
木
は
そ
の

場
に
切
り
捨
て
ま
し
た
。
間
伐
率
は
本
数
で
約
50
％
、

材
積
で
約
30
％
で
し
た
。

　

間
伐
に
よ
り
間
伐
流
域
の
立
木
密
度
は
２
、
２
２
９

本
／
ha
か
ら
１
、
１
３
２
本
／
ha
に
減
少
し
ま
し
た
。

間
伐
前
後
３
年
間
の
平
均
降
水
量
は
ほ
ぼ
同
じ
で
し

た
が
（
図
３
）、
間
伐
後
、
間
伐
流
域
の
林
内
降
水

量
は
降
水
量
に
対
す
る
割
合
に
し
て
１
％
増
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
間
伐
に
よ
り
蒸
発
散
量
は
減
少
し
、

流
量
が
１
０
９
mm
増
加
し
ま
し
た
。
蒸
発
散
量
の
変

化
を
月
ご
と
に
み
る
と
、
間
伐
流
域
で
は
、
６
月
～

９
月
の
樹
木
が
活
発
に
活
動
す
る
時
期
の
蒸
発
散
量

が
特
に
減
少
し
て
い
ま
し
た（
図
４
）。
こ
の
よ
う
に
、

間
伐
を
実
施
す
る
と
、
林
内
降
水
量
は
ほ
と
ん
ど
変

化
し
な
い
も
の
の
、
蒸
発
散
量
が
減
少
し
、
流
量
が

増
加
し
て
水
源
涵
養
機
能
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
し
た
。

図３　間伐による水収支の変化。
　　　間伐前後それぞれ3年間の平均値で示した。（　）内は降水量に対する比率

図４　間伐による蒸発散量の変化

東
北
支
所　

主
任
研
究
員　

久
保
田 

多
余
子

 
 

0

1

2

3

4

平
均

日
蒸

発
散

量
(m

m
/
d)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

間伐前（2006〜2008年）
間伐後（2010〜2012年）

図１　�常陸太田試験地内の間伐試験流域。スギ・ヒノキの人工林。間伐流域は1987年植栽、無間伐
流域は1924年植栽。気象露場において降水量、遮断プロットにおいて樹冠通過雨量と樹幹流
下量を観測。▲は量水堰（60°三角堰）設置地点を示す。

図２　�(a)�間伐前、(b)�間伐後の遮断プロット内の様子。大型雨樋で樹冠通過雨、樹木周囲（間伐前
10本、間伐後5本）に巻いたウレタンマットで樹幹流下雨を集め、大型タンクに導水して貯留
量を測定した。
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水循環水循環 森林と森林と

積
期
は
積
雪
深
が
大
き
く
な
り
、
融
雪
期
の
積
雪
深

の
低
下
が
速
く
、
消
雪
が
早
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
（
図
１
Ｂ
）。

　

こ
の
よ
う
な
樹
種
や
間
伐
の
有
無
に
よ
る
積
雪
深

変
化
の
違
い
に
は
樹
冠
の
構
造
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
林
内
か
ら
上
空
を
撮
影
し
た
全

天
空
写
真
を
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ス
ギ
林
よ

り
も
落
葉
広
葉
樹
林
、
同
じ
ス
ギ
林
で
は
間
伐
し
た

森
林
の
方
が
樹
冠
の
隙
間
が
広
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
（
図
2
）。
樹
冠
の
隙
間
が
広
い

ほ
ど
、
樹
冠
に
付
着
す
る
雪
の
量
が
減
り
、
地
面
に

と
ど
く
雪
の
量
が
増
え
ま
す
。
一
方
、
樹
冠
の
隙
間

が
広
い
ほ
ど
、
林
床
に
と
ど
く
日
射
量
が
増
え
、
雪

が
速
く
融
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
施
業

に
よ
っ
て
樹
冠
の
隙
間
の
広
さ
を
変
え
る
こ
と
で
、

積
雪
・
融
雪
の
量
や
時
期
を
調
整
し
、
水
資
源
を
維

持
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
課
題

　

森
林
流
域
の
積
雪
・
融
雪
の
実
態
は
、
森
林
の
状
態

の
ほ
か
、
斜
面
の
方
位
や
傾
斜
、
標
高
な
ど
様
々
な
立

地
環
境
条
件
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
森
林
流
域
か
ら

の
融
雪
流
出
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
森
林
総

合
研
究
所
で
は
森
林
流
域
に
お
け
る
積
雪
・
融
雪
に
つ

い
て
定
量
的
に
評
価
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

人
為
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
は

確
実
で
あ
り
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
、
２
０
１
３
）、
東
北
の
積

雪
地
域
で
は
少
雪
化
、
根
雪
期
間
の
短
縮
化
、
根
雪

終
日
の
早
期
化
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
野
口
ほ
か
、

２
０
１
０
）。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
と
も
な
い
森
林
流
域

か
ら
の
融
雪
流
出
が
変
化
し
て
、
春
先
か
ら
梅
雨
前

ま
で
の
水
資
源
が
不
足
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
森
林
の
存
在
や
そ
の
管
理
の
仕

方
で
、
積
雪
・
融
雪
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
山
形
県
と
秋
田
県

の
森
林
で
行
っ
た
研
究
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
内
の
積
雪
深
の
変
化

　

積
雪
・
融
雪
へ
の
森
林
タ
イ
プ
や
間
伐
の
影
響
を

調
べ
る
た
め
、
山
形
県
内
の
ス
ギ
林
と
落
葉
広
葉
樹

林
、
秋
田
県
内
の
間
伐
後
と
無
間
伐
の
ス
ギ
林
を
対

象
に
積
雪
深
の
経
時
変
化
を
測
定
し
ま
し
た
（
野
口

ほ
か
、
２
０
１
５
）。
そ
の
結
果
、
ス
ギ
林
よ
り
落

葉
広
葉
樹
林
の
方
が
堆
積
期
（
注
１
）

は
積
雪
深
が
大
き

く
な
り
、
融
雪
期
は
積
雪
深
が
速
く
低
下
し
、
消
雪

も
早
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
１
Ａ
）。
同
様
に
、

無
間
伐
の
ス
ギ
林
よ
り
間
伐
し
た
ス
ギ
林
の
方
が
堆
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探
る

水
土
保
全
研
究
領
域　

チ
ー
ム
長　

野
口 

正
二

図１　林内の積雪深の変化　（野口正二　他、2015を改訂）
　　　（Ａ）落葉広葉樹林とスギ林の比較、(Ｂ）スギ林間伐区と無間伐区の比較

図２　林内の全天空写真（林内の光環境や通過する雪の量を評価する情報として活用）
　　　（ａ）山形県山形実験林内のスギ林　　　　　（ｂ）山形県山形実験林内の落葉広葉樹林
　　　（ｃ）秋田県長坂試験地内のスギ林無間伐区　（ｄ）秋田県長坂試験地内のスギ林間伐区

（
注
１
）
堆
積
期

根
雪
に
な
っ
て
か
ら
積
雪
深
が
次
第
に

増
え
て
、
そ
の
年
の
最
大
積
雪
深
を
記

録
す
る
ま
で
の
期
間
を
示
す
。

a

A

B
c

b

d
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気
候
変
動
に
よ
り
降
水
の
量
や
形
態
、
分
布
が
変

わ
る
と
、
森
林
か
ら
河
川
に
流
出
す
る
水
の
量
が
変

わ
り
、
そ
の
影
響
が
私
た
ち
の
水
利
用
に
も
及
ぶ
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
化
に
よ
り
将
来
の
気
候
が

変
わ
る
と
森
林
流
域
の
水
流
出
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
で
し
ょ
う
か
？

　

温
暖
で
雨
の
少
な
い
山
陽
の
森
林
流
域
（
竜
ノ
口

山
森
林
理
水
試
験
地
）
を
対
象
に
、
森
林
流
域
の
内

部
で
起
き
て
い
る
様
々
な
水
の
動
き
を
概
念
的
に
表

現
し
た
モ
デ
ル
（
図
1
）
を
用
い
た
研
究
成
果
を
紹

介
し
ま
す
。
将
来
の
気
候
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
代

表
的
な
温
暖
化
シ
ナ
リ
オ
（
環
境
保
全
と
経
済
発
展

が
両
立
す
る
B1
シ
ナ
リ
オ
●
、
高
い
経
済
成
長
を
実

現
す
る
A1B
シ
ナ
リ
オ
●
）
に
基
づ
く
9
種
類
の
気
候

モ
デ
ル
の
デ
ー
タ
（
農
業
環
境
技
術
研
究
所
提
供
）

を
用
い
て
、
21
世
紀
末
ま
で
の
流
出
量
を
月
単
位
で

予
測
し
ま
し
た
。
図
2
は
、
二
つ
の
代
表
的
な
シ
ナ

リ
オ
に
つ
い
て
、
こ
の
流
域
全
体
が
主
に
草
本
類
で

覆
わ
れ
て
い
る
場
合
（
写
真
1
）
と
高
木
性
の
森
林

で
覆
わ
れ
て
い
る
場
合
（
写
真
２
）
の
月
流
出
量
の

最
大
値
と
最
小
値
の
予
測
結
果
を
比
較
し
て
い
ま
す
。

こ
の
流
域
で
は
森
林
の
有
無
に
よ
る
差
に
く
ら
べ
、

気
候
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
差
は
わ
ず
か
で
し
た
。
月
流

出
量
の
最
大
値
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
木
性
の
森
林

で
覆
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
主
に
草
本
類
で
覆
わ
れ

て
い
る
場
合
の
60
～
80
％
程
度
で
し
た
。
一
方
、
月

流
出
量
の
最
小
値
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
木
性
の
森

林
で
覆
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
主
に
草
本
類
で
覆
わ

れ
て
い
る
場
合
の
30
～
50
％
程
度
で
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
１
年
の
中
で
月
流
出
量
が
最
大
と
な
る
湿
潤

な
時
季
よ
り
も
、
月
流
出
量
が
最
小
と
な
る
乾
燥
し

た
時
季
の
方
が
森
林
の
有
無
に
よ
る
差
が
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
シ
ナ
リ
オ
で
も
将
来
、
年
降

水
量
が
増
え
る
一
方
で
無
降
雨
日
が
増
え
る
予
想
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
で
は
無
降

雨
日
が
続
い
た
時
の
流
量
の
確
保
が
森
林
管
理
上
の

重
要
な
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
研
究
で
対
象
と
し
た
森
林
流
域
で
は
、
70
年

以
上
水
流
出
の
観
測
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
（
細
田
・

阿
部
、
２
０
１
２
）。
こ
の
よ
う
な
長
期
観
測
デ
ー
タ

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
森
林
の
有
無
に
よ
る
変
動
幅
を

観
測
事
実
に
基
づ
い
て
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
実
的
に
は
、
気
候
が
変
わ
る
よ
う
な
数
十
年

と
い
う
時
間
ス
ケ
ー
ル
で
は
森
林
の
状
態
も
変
化
し

ま
す
の
で
、
今
後
の
継
続
的
な
観
測
に
よ
る
検
証
を

通
じ
て
、
よ
り
正
確
な
将
来
予
測
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

関
西
支
所　

チ
ー
ム
長　

細
田 

育
広

図２　�温暖寡雨な山陽の森林小流域を対象に気候シナリオ別に推定された21世紀末までの月流出水量の
最大値と最小値の植被状態による違い

図１　森林流域の水流出を計算するモデルの概念図

写真１　主に草本類で覆われた状態

写真２　高木性の森林状態

気
候
変
動
と
森
林
流
域
の
水
流
出

参
考
文
献

�

細
田
育
広
・
阿
部
敏
夫�(2

0
1
2
)�

観
測
の
現
場
を
訪
ね
て
―
33　

森
林
総
合
研
究
所
関
西
支
所　

竜
ノ
口
山
森
林
理
水
試
験
地.�

砂
防
学
会
誌,�6

5
,�5
6
-6
0
.



9 No.30   FORESTRY AND FOREST PRODUCTS RESEARCH INSTITUTE FORESTRY AND FOREST PRODUCTS RESEARCH INSTITUTE   No.30 8

特集 特集

水循環水循環 森林と森林と

　

沖
縄
本
島
の
北
部
地
域
は
、
本
島
全
域

の
水
源
地
と
し
て
、
特
に
渇
水
影
響
の
緩

和
へ
の
県
民
の
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
72
％
は
リ
ュ
ウ
キ

ュ
ウ
マ
ツ
人
工
林
（
写
真
１
）
を
は
じ
め

と
す
る
森
林
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
人
工
林
に
お
け
る
水
循
環
は
ほ
と
ん
ど

把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
地
域
の
森
林
流
域
（
図
１
、
チ
イ
バ

ナ
1
号
）
に
お
い
て
降
水
量
と
流
出
量
を

測
定
し
、
さ
ら
に
流
域
内
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
マ
ツ
林
に
お
い
て
遮
断
蒸
発
（
注
１
）

の
測

定
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
２
、
３
）。

　

そ
の
結
果
、
２
０
１
０
年
の
デ
ー
タ
か

ら
計
算
し
た
年
降
水
量
は
３
、
４
０
４
㎜
、

年
流
出
量
は
２
、
２
８
６
㎜
で
、
降
水
量

と
流
出
量
の
差
で
あ
る
損
失
量
は
１
、１
１
８

㎜
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
値
は
、
沖
縄
本

島
の
辺
土
名
と
南
明
治
山
の
森
林
流
域

（
図
１
）
の
年
損
失
量
（
そ
れ
ぞ
れ
、

１
、
１
１
３
㎜
、
１
、
０
９
４
㎜
）
と
ほ

ぼ
同
じ
値
で
し
た
（Kabeya et al 2014

）。

　

一
方
、
年
降
水
量
に
占
め
る
遮
断
蒸
発
の
割
合
は

２
０
１
０
年
が
18
％
、
２
０
１
１
年
が
19
％
で
、
同

島
中
央
部
の
広
葉
樹
二
次
林
の
割
合（
28
％　

金
城
・

寺
園
、
１
９
９
３
）
よ
り
も
小
さ
な
値
で
し
た

（Kabeya et al 2015

）。
二
つ
の
林
分
の
立
木
密
度
、

胸
高
直
径
及
び
樹
高
の
分
布
を
比
べ
た
結
果
、
こ
の

違
い
は
、
主
に
広
葉
樹
二
次
林
の
方
が
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
マ
ツ
林
よ
り
も
葉
や
枝
が
混
み
合
っ
て
い
る
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
に
森
林
で
は
草
地
や
農
地
に
比
べ
降
水
に
占

め
る
遮
断
蒸
発
の
割
合
が
多
く
、
そ
れ
が
、
例
え
ば

間
伐
に
よ
り
水
流
出
が
増
え
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
研
究
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
今
後
、
こ

の
地
域
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
人
工
林
の
成
長
や
伐

採
に
よ
り
水
循
環
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
、
そ
れ

を
予
測
す
る
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
研
究
は
、「
南
西
諸
島
の
環
境
保
全
及

び
生
物
相
に
配
慮
し
た
森
林
管
理
手
法
に
関
す
る
研

究
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

九
州
支
所　

主
任
研
究
員　

壁
谷 

直
記　

九
州
支
所　

産
学
官
連
携
推
進
調
整
監　

清
水 

晃　

水
土
保
全
研
究
領
域　

主
任
研
究
員　

清
水 

貴
範

写真１　沖縄本島北部のリュウキュウマツ林

写真２　遮断プロット内のリュウキュウマツ

写真３　遮断プロットでの観測風景（撮影：古堅公氏）

図１　研究対象地の位置

沖
縄
本
島
北
部
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ

人
工
林
に
お
け
る
水
循
環

（
注
１
）
遮
断
蒸
発　

�
樹
木
の
葉
や
枝
に
付
着
し
た
雨
や
雪
が
、
そ

の
ま
ま
蒸
発
す
る
現
象
。

参
考
文
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水
土
保
全
研
究
領
域　

水
保
全
研
究
室
長　

玉
井 

幸
治

は
じ
め
に

　

水
は
地
表
と
大
気
の
間
で
循
環
し
て
い
ま
す
。
植

物
の
蒸
散
や
海
か
ら
の
蒸
発
に
よ
り
大
気
へ
戻
っ
た

水
蒸
気
は
、
再
び
雨
と
な
っ
て
地
表
に
降
り
注
ぎ
ま

す
（
図
1
）。
近
年
、
ア
マ
ゾ
ン
で
は
、
熱
帯
林
開

発
に
よ
り
森
林
か
ら
大
気
へ
の
水
蒸
気
移
動
量
が
減

少
し
た
こ
と
が
一
因
と
な
り
、
降
水
量
の
減
少
が
起

こ
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
は
、
未
開
発
の
森
林
が
広
く
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
急
速
に
農
地
、
ゴ
ム
林
な
ど
に
開
発

す
る
た
め
伐
採
が
進
ん
で
い
ま
す
（
写
真
１
）。
そ

の
た
め
、
こ
こ
で
も
ア
マ
ゾ
ン
と
同
様
に
、
降
水
量

の
減
少
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
森
林
伐
採

が
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
水
循
環
に
及
ぼ
す
影
響

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
乾
燥
常

緑
林
に
お
け
る
伐
採
後
の
蒸
散
量
の
減
少
と
そ
れ
に

と
も
な
う
林
冠
の
葉
温
（
樹
木
の
葉
や
枝
が
茂
っ
て

い
る
部
分
の
温
度
）
の
上
昇
の
予
測
モ
デ
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。

森
林
の
伐
採
に
よ
る
蒸
散
量
の
減
少
と
葉
温
の
上
昇

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
11
月
頃
か
ら
翌
年
の
4
月
頃

ま
で
乾
季
が
続
き
、
そ
の
間
に
雨
は
ほ
と
ん
ど
降
り

ま
せ
ん
。
乾
燥
常
緑
林
は
、
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域

の
主
要
な
森
林
タ
イ
プ
の
一
つ
で
、
乾
季
の
間
も
葉

を
つ
け
、
蒸
散
と
光
合
成
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
さ
が
20
～
45
ｍ
の
高
木
が
根
を
土
壌
深

く
ま
で
伸
ば
し
、
こ
こ
に
蓄
え
ら
れ
た
水
分
を
利
用

で
き
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
根
は
深
さ
９

ｍ
に
も
達
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

高
さ
数
ｍ
の
低
木
は
乾
季
に
蒸
散
活
動
が
低
下
し
ま

す
。
根
が
浅
い
た
め
土
壌
深
く
に
あ
る
水
分
を
利
用

で
き
な
い
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
乾
燥
常
緑
林
の

高
木
を
伐
採
す
る
と
、
乾
季
に
お
け
る
蒸
散
量
が
減

少
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
気
化
熱
も
減
少
し
、
葉

温
の
上
昇
を
も
た
ら
す
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

現
地
で
の
観
測
を
も
と
に
作
成
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
高
木
を
伐
採
し
た
場
合

と
し
な
い
場
合
の
蒸
散
量
と
葉
温
を
計
算
し
た
結
果
、

高
木
を
伐
採
し
た
場
合
の
蒸
散
量
は
、
乾
季
に
は
伐

採
し
な
い
場
合
の
約
23
％
に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測

さ
れ
ま
し
た
（
図
２
）。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
葉

温
も
最
大
で
４
～
６
℃
程
度
、
平
均
で
も
約
２
℃
程

度
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）。

森
林
の
保
全
と
健
全
な
水
循
環

　

森
林
で
の
蒸
散
量
の
減
少
と
葉
温
の
上
昇
は
、
雨

雲
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
乾
燥
常
緑
林
の
高
木
層
の
伐
採

が
更
に
進
み
、
モ
デ
ル
で
の
予
測
の
よ
う
に
、
蒸
散

量
の
減
少
と
葉
温
の
上
昇
が
進
行
す
る
と
、
熱
帯
モ

ン
ス
ー
ン
地
域
の
水
循
環
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
熱
帯
地
域

を
含
む
森
林
の
観
測
研
究
を
通
じ
て
、
水
循
環
機
能

の
保
全
に
つ
な
が
る
森
林
管
理
に
貢
献
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

  
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
水
循
環
に
乾
燥
常
緑

林
の
高
木
が
果
た
す
大
き
な
役
割

図１　水循環の概念図
　　　�陸地に降る雨は、樹木など植物の蒸散や海や湖からの蒸発により、大気へと戻っ

ていきます。大気に戻った水蒸気は再び雨となって地表に降り注ぎます。

図2　高木のある状態とない状態での推定蒸散量の比較　▲：雨季、▲：乾季

図３　�高木伐採による葉温上昇推定値の日変化（乾季の場合）（玉井ら、2014）
　　　◆：平均値、破線：最大値と最小値
　　　�11：00～ 13：00に上昇する温度は、４℃以上になる日もあります。

写真１　ゴムノキが植栽された乾燥常緑林の跡地

参
考
文
献

玉
井
幸
治
ら
（2

0
14

）
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
央
部
の
低
地
乾
燥
常
緑
林

の
蒸
発
散
特
性
―�

高
木
層
が
消
失
し
た
場
合
の
蒸
発
散
流
と
温
度
環

境
に
及
ぼ
す
影
響
予
測
―
，
水
利
科
学
，3

3
7

：13
1-15

1.時刻

上
昇

温
度

（
℃

）

高木のある状態での蒸散量（mm/30分）

高
木

の
な

い
状

態
で

の
蒸

散
量（

m
m

/3
0
分

）
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水循環水循環 森林と森林と

は
じ
め
に

　

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
が
行
う
水
源
林
造
成
事
業
で

は
、
ダ
ム
の
上
流
な
ど
水
源
涵か
ん

養
上
重
要
な
奥
地
水

源
地
域
の
民
有
保
安
林
の
う
ち
、
水
源
涵
養
機
能
が

劣
っ
て
い
る
無
立
木
地
、
散
生
地
、
粗
悪
林
相
地
な

ど
を
対
象
に
水
源
林
を
造
成
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
36
年
の
事
業
開
始
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
全
国

で
約
47
万
ha
、東
京
都
と
神
奈
川
県
の
合
計
面
積（
全

国
の
民
有
保
安
林
の
約
１
割
に
相
当
）
に
匹
敵
す
る

水
源
林
を
造
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

水
源
林
は
「
緑
の
ダ
ム
」
と
し
て
、
都
府
県
域
を

超
え
る
広
範
囲
な
流
域
に
お
い
て
、
国
民
生
活
に
不

可
欠
な
良
質
で
豊
富
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
と

と
も
に
、
洪
水
防
止
や
水
質
浄
化
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
な
ど
公
益
的
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
造
成
し
た
水
源
林
が
平
成
26
年
度
に

発
揮
し
た
（
注
１
）

公
益
的
機
能
の
効
果
額
は
、
年
間
約

９
千
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
貯
水
量
の
試
算

値
は
年
間
約
31
億
㎥
で
、
東
京
都
で
使
う
約
２
年
分

の
水
量
に
相
当
し
ま
す
（
図
１
）。

事
例
　
～
大お
お
あ
さ
が
ら
や
ま

浅
柄
山
水
源
の
森（
岐
阜
県
郡ぐ

じ
ょ
う上
市
）～

　

水
源
林
造
成
事
業
に
よ
る
具
体
的
な
水
源
涵
養
機

能
の
発
揮
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

岐
阜
県
郡
上
市
大
浅
柄
地
区
の
森
林
は
、
昔
か
ら

隣
村
の
美み

並な
み

村
（
現
郡
上
市
）
住
民
の
貴
重
な
水
源

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
炭
焼
き

や
各
戸
の
薪
の
採
取
に
よ
り
伐
採
が
続
い
た
結
果
、

昭
和
30
年
代
中
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
伐
り
尽
く
さ
れ
、

沢
の
水
量
が
減
り
、
住
民
間
の
水
争
い
が
起
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
地
区
の
住
民
は
昭
和
36
年
か
ら
水
源

林
造
成
事
業
に
よ
り
約
３
０
０
ha
の
植
林
を
行
い

（
写
真
１
）、保
育
・
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
木
々

が
生
長
し
、
山
肌
を
覆
う
よ
う
に
な
る
と
、
沢
に
は

豊
富
な
水
が
年
間
を
通
じ
て
流
れ
る
よ
う
に
な
り

（
写
真
２
）、
昭
和
63
年
に
は
、
水
に
不
自
由
し
て
き

た
美
並
村
の
水
源
と
し
て
簡
易
水
道
を
整
備
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

下
流
の
美
並
村
住
民
は
水
源
の
復
活
に
深
く
感
謝

し
、
村
外
に
も
関
わ
ら
ず
村
の
負
担
で
水
源
林
に
通

水
源
林
造
成
事
業
に
よ
る
森
林
の

水
源
涵
養
機
能
発
揮

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

じ
る
林
道
の
舗
装
等
を
行
な
い
ま
し
た
（
写
真
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
水
源
林
は
、
人
々
の
生
活
と
密
接
に

関
連
し
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

な
お
、「
大
浅
柄
山
水
源
の
森
」
は
、
水
を
仲
立
ち

と
し
て
森
林
と
人
と
の
理
想
的
な
関
係
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
代
表
的
な
森
と
し
て
「（
注
２
）

水
源
の
森
百
選
」

と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
水
源
林
の
整
備
を
通
じ

て
、
今
後
と
も
水
源
涵
養
機
能
の
高
度
発
揮
へ
の
貢

献
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
注
１
）　

 

詳
細
に
つ
い
て
は
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.g

reen
.g

o
.jp

/g
yo

u
m

u
/

zorin/05.htm
l

）
参
照

（
注
２
）　

 

詳
細
に
つ
い
て
は
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/suigen/
hyakusen/hyakusen.htm

l

）
参
照

写真１　大浅柄山の過去と現在

現在過去

写真２　蘇った水源の沢水写真３　記念看板

図１　水源涵養機能等の効果

㎥ ㎥
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マ
ツ
タ
ケ
は
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
林
に
発
生
す

る
キ
ノ
コ
と
し
て
有
名
で
す
が
、
マ
ツ
タ
ケ
の
近
縁
種
に

は
、
マ
ツ
で
は
な
く
、
ナ
ラ
や
カ
シ
な
ど
の
広
葉
樹
林
に

発
生
す
る
バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
や
ニ
セ
マ
ツ
タ
ケ
も
あ
り
ま
す

（
写
真
１
）。
こ
れ
ら
マ
ツ
タ
ケ
類
の
キ
ノ
コ
は
、
み
な
生

き
て
い
る
樹
木
の
根
に
感
染
し
て
菌
根
を
形
成
す
る
菌
根

菌
と
い
う
仲
間
で
、
樹
木
の
根
か
ら
栄
養
分
を
獲
得
し
、

地
中
に
菌
糸
を
広
げ
て
生
育
し
ま
す
。
マ
ツ
タ
ケ
類
の
キ

ノ
コ
は
、
い
ず
れ
も
人
工
栽
培
が
難
し
く
、
特
定
の
樹
種

に
限
っ
て
菌
根
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

マ
ツ
タ
ケ
の
人
工
栽
培
を
め
ざ
し
て
、
当
研
究
所
で
は
、

培
養
し
や
す
い
樹
木
で
あ
る
熱
帯
産
広
葉
樹
の
セ
ド
ロ
の

根
に
、
マ
ツ
タ
ケ
菌
を
感
染
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
マ
ツ
以
外
の
広
葉
樹
、
例
え
ば
ナ
ラ

類
な
ど
に
マ
ツ
タ
ケ
を
感
染
さ
せ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま

し
た
。

今
回
、
私
た
ち
は
、
マ
ツ
タ
ケ
、
バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
と
ニ

セ
マ
ツ
タ
ケ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ア
カ
マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
、

ウ
バ
メ
ガ
シ
の
苗
木
で
人
工
的
な
菌
根
の
形
成
に
成
功
し

ま
し
た
（
写
真
２
）。
他
方
、
ア
カ
マ
ツ
と
バ
カ
マ
ツ
タ

ケ
の
間
に
は
確
か
に
共
生
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
を
証
明

し
ま
し
た
。
バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
を
接
種
し
た
ア
カ
マ
ツ
苗（
写

真
３
）
で
は
、
根
に
感
染
し
た
菌
が
根
の
代
わ
り
に
土
壌

中
の
養
分
や
水
分
を
集
め
る
た
め
、
接
種
し
な
い
苗
と
比

べ
て
、
植
物
体
全
体
に
占
め
る
根
の
割
合
が
減
少
す
る
こ

と
が
分
か
っ
た
の
で
す
（
図
１
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ナ

ラ
類
の
広
葉
樹
の
林
に
発
生
し
、
マ
ツ
タ
ケ
同
様
の
香
り

を
有
す
る
食
用
キ
ノ
コ
で
あ
る
バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
を
、
ナ
ラ

だ
け
で
な
く
マ
ツ
を
使
っ
て
育
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

自
然
状
態
で
は
、
マ
ツ
タ
ケ
は
マ
ツ
林
で
発
生
し
、
バ

カ
マ
ツ
タ
ケ
や
ニ
セ
マ
ツ
タ
ケ
は
、
ナ
ラ
や
カ
シ
の
林
で

発
生
し
ま
す
が
、
今
回
の
二
つ
の
実
験
結
果
は
、
マ
ツ
タ

ケ
類
と
樹
木
と
の
組
み
合
わ
せ
が
絶
対
的
な
関
係
で
は
な

く
、
シ
イ
や
カ
シ
の
林
で
も
マ
ツ
タ
ケ
を
作
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り
大
型
の

マ
ツ
や
コ
ナ
ラ
の
苗
へ
マ
ツ
タ
ケ
菌
を
感
染
さ
せ
る
技
術

を
開
発
し
、
野
外
で
の
マ
ツ
タ
ケ
の
人
工
栽
培
を
目
指
し

ま
す
。

山中 高史
森林微生物研究領域　微生物生態研究室長

マ
ツ
タ
ケ
や
そ
の
近
縁
種
と
樹
木
と
の
共
生
関
係

い
ろ
い
ろ
な
木
と
の
共
生
関
係
を
活
か
し
て
マ
ツ
タ
ケ
を
育
て
る

ド
ン
グ
リ
の
林
で

�

マ
ツ
タ
ケ
は
作
れ
る
か
？

― 
マ
ツ
や
ブ
ナ
科
樹
木
の
苗
で

 

マ
ツ
タ
ケ
類
の
菌
根
形
成
を
確
認 

―

写真２　�コナラ苗に形成されたマツタケ菌根。白色のマツタケ菌糸に覆われ
た細根部は菌根化している。

写真３　�アカマツ苗の根系に白色の菌糸が感染している。

図１　バカマツタケ菌を接種したアカマツの成長量。
　　　バカマツタケ菌根の形成により、植物体全体に占める根の割合が少なくなる。

写真１　�マツタケ、ニセマツタケ、バカマツタケ

ニセマツタケ

マツタケ

バカマツタケ
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の
単
価
換
算
で
平
均
１
～
２
万
円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
の
単
価
換
算
で
は
そ
の
２
倍
以
上
の
経
済
価
値
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
採
取
の
理
由
は
、
収
入
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
季
節
の
味
覚
、
健
康
増
進
、
探
す
楽
し
み
、
人
に

贈
っ
て
喜
ば
れ
る
こ
と
な
ど
、
貨
幣
収
入
以
外
の
要
素
が

よ
り
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

採
取
者
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ロ
ガ
ー
を
配
布
し
て
ク
サ
ソ
テ
ツ

（
こ
ご
み
）、
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
の
食
用
シ
ダ
３
種
の
採

取
活
動
を
記
録
し
（
図
１
）、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｉ
Ｓ
）
と
統
計
モ
デ
ル
で
採
取
地
の
特
徴
を
捉
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
ご
み
は
沢
沿
い
の
緩
傾
斜
の
草
地
や
林
床

（
写
真
2
）、
ワ
ラ
ビ
は
伐
採
跡
地
や
若
齢
ス
ギ
植
林
地
、

ゼ
ン
マ
イ
は
北
東
向
き
の
雪
崩
斜
面
の
低
木
林（
写
真
３
）

で
よ
く
採
ら
れ
、
と
く
に
こ
ご
み
と
ワ
ラ
ビ
は
道
路
付
近

で
よ
く
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
山
村
の
人
々
は
山
で
の
豊

か
な
経
験
と
知
識
に
も
と
づ
い
て
山
菜
の
生
態
や
分
布
の

特
徴
を
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
を
そ
れ
ぞ
れ
の
適
地
で

採
取
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
の

よ
う
に
地
域
の
人
々
の
「
賢
明
な
」
森
林
利
用
を
可
視
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
に
根
ざ
し
た
森
林
管
理
や
計

画
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
以
降
、
野
生
の
山
菜
・
キ
ノ
コ
は
種
類
や

場
所
に
よ
っ
て
出
荷
や
摂
取
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
豊
か
な
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
の
「
賢
明
な
」
利
用
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か

ら
の
重
要
な
課
題
で
す
。

森
で
の
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り
は
、
農
山
村
の
人
々
の
食

文
化
を
支
え
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
木
材
生
産
に
比
べ
て
山
菜
・
キ
ノ
コ
の
採
取
や

流
通
は
個
々
人
に
よ
り
行
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
恵
み
（
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
）
の
大
き
さ
や
環
境
利
用
の
実
態
把
握
が

困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
、
天
然
林
が
広
が
る
福
島
県
南
会

津
郡
只
見
町
の
複
数
集
落
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
、
の
べ
17
名
へ
の
２
年
間
（
２
０
０
９
～
２
０
１
０

年
）
の
採
取
日
誌
調
査
に
よ
り
、
採
取
の
実
態
を
捉
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
主
な
山
菜
・
キ
ノ
コ
の
種
類
ご
と
の
販

売
単
価
と
採
取
重
量
を
掛
け
合
わ
せ
て
経
済
価
値
を
試
算

し
ま
し
た
。

只
見
町
で
は
、
60
代
以
上
の
男
性
を
中
心
に
、
ブ
ナ
林
、

渓
畔
林
、
雪
崩
低
木
林
な
ど
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
分
布
す
る

植
生
や
微
地
形
（
写
真
１
）
を
利
用
し
て
、
時
期
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
山
菜
や
キ
ノ
コ
が
採
取
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
成
人
一
人
あ
た
り
の
年
間
の
収
穫
は
、
春
（
５
月
、

６
月
）
と
秋
（
９
月
、
10
月
）
の
ピ
ー
ク
時
で
、
直
販
所

天
然
の
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り

― 
多
様
な
森
の
環
境
利
用
、

 

収
入
も
楽
し
み
も 

―
山
菜
・
キ
ノ
コ
採
り
～
収
入
も
楽
し
み
も
～

山
菜
採
り
の
行
動
を
解
明

写真２　沢沿いに群生するこごみ（クサソテツ）写真３　残雪の雪崩低木林でのゼンマイ折り
松浦 俊也

森林管理研究領域　主任研究員

図１　GPSロガーによる採取活動の記録図２　食用シダ３種の採取適地図

※�シダの種類ごとに採取地の環境条件（地形、植生分布、道路から
の距離等）を捉え、空間解像度20mで採取地としての適性を推
定。白線は道路。 ※�ロガーは消しゴムほどの大きさで、ポケット付の帽子に

入る。

写真１　多雪山地のモザイク状の植生景観
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九州支所九州育種場

地方の
　　研究紹介

地方の
　　研究紹介

九
州
支
所
は
熊
本
市
に
所
在
し
、
国
有
林
や
各

県
関
係
機
関
と
連
携
し
て
九
州
・
沖
縄
８
県
の
森

林
・
林
業
に
関
わ
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

最
初
は
、
再
造
林
後
の
初
期
保
育
経
費
の
低
コ

ス
ト
化
と
シ
カ
被
害
低
減
に
関
す
る
研
究
で
す
。

担
当
者
は
九
州
森
林
管
理
局
や
森
林
整
備
セ
ン
タ

ー
等
と
連
携
し
て
コ
ン
テ
ナ
苗
等
を
利
用
し
た
初

期
保
育
の
低
コ
ス
ト
化
や
下
刈
り
省
略
に
よ
る
シ

カ
被
害
軽
減
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
シ
イ
タ
ケ
を
は
じ
め
と
す
る
キ
ノ
コ

の
栽
培
環
境
に
関
す
る
研
究
で
す
。
キ
ノ
コ
栽
培

は
九
州
地
域
の
重
要
な
産
業
で
す
。
各
県
の
試
験

研
究
機
関
と
連
携
し
て
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
対
す
る

温
暖
化
影
響
へ
の
対
応
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。更

に
、
亜
熱
帯
林
の
保
全
と
利
用
に
関
す
る
研

究
で
す
。
沖
縄
・
奄
美
地
方
の
林
業
が
行
わ
れ
て

い
る
森
林
に
お
け
る
生
物
多
様
性
や
そ
の
保
全
に

関
わ
る
調
査
・
研
究
を
関
係
者
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
九
州
支
所
で
は
国
有
林
の
協
力
の
も

と
１
９
５
６
年
以
来
森
林
か
ら
の
水
流
出
や
土
砂

生
産
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
長
期
観
測
デ
ー
タ
の

蓄
積
に
よ
り
、
森
林
か
ら
の
水
流
出
に
対
す
る
伐

採
や
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

九
州
育
種
場
は
、
熊
本
県
熊
本
市
に
隣
接
す
る

合
志
市
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

九
州
一
円
の
育
種
基
本
区
を
管
轄
し
て
お
り
、

場
内
に
は
、
天
然
記
念
物
の
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の

他
、
薬
用
植
物
の
キ
ハ
ダ
、
早
生
樹
種
の
コ
ウ
ヨ

ウ
ザ
ン
、
セ
ン
ダ
ン
な
ど
、
新
た
な
需
要
が
期
待

さ
れ
る
樹
種
を
保
存
し
て
い
ま
す
。

温
暖
な
気
候
で
、
皆
伐
面
積
が
急
速
に
増
大
し

て
い
る
九
州
で
は
、
伐
採
跡
地
に
植
栽
す
る
優
良

種
苗
の
確
保
、
特
に
、
ス
ギ
種
苗
の
確
保
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
優
れ
た
成
長
に
よ
り
、
下
刈
り
コ

ス
ト
の
削
減
が
期
待
で
き
る
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の

開
発
、
花
粉
の
少
な
い
品
種
等
の
開
発
を
行
い
、

特
定
母
樹
と
し
て
大
臣
指
定
を
受
け
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
県
に
加
え
て
、
県
が
認
定
し
た
事
業
者

に
も
種
苗
（
原
種
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
森
林
所

有
者
・
造
林
者
・
苗
木
生
産
者
と
い
っ
た
利
用
者

に
実
際
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
九
州
森
林

管
理
局
、
県
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

て
、
共
同
試
験
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
採
穂
園
を
有
す
る
各
県
か
ら
の
要
請
に

応
じ
て
、
採
穂
園
の
採
穂
木
の
樹
形
誘
導
や
管
理

に
つ
い
て
の
講
習
・
指
導
を
積
極
的
に
実
施
し
、

各
県
が
種
苗
事
業
者
に
円
滑
に
さ
し
木
用
穂
木
等

を
供
給
す
る
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

枯れ木に巣を造っているノグチゲラ森林整備センター九州整備局との共同植栽試験地
（熊本県山都町：平成26年3月植栽）

森林からの水流出の観測佐賀県の採穂園におけるスギ採穂木の樹形誘導講習

国有林と連携して行っているスギコンテナ苗の植栽試験育種場内に植栽されているスギのエリートツリー
（植栽後１成長期経過）

シイタケの原木栽培現場
（写真は共同研究を行っている宮崎県林業技術センターから提供）

少花粉品種から選ばれたスギの特定母樹
（育種場内に植栽後１成長期経過）



21 No.30   FORESTRY AND FOREST PRODUCTS RESEARCH INSTITUTE FORESTRY AND FOREST PRODUCTS RESEARCH INSTITUTE   No.30 20

森林・林業
の解説

森林・林業
の解説

ク
ズ
の
百
足

　

ク
ズ
の
葉
を
根
元
の
ふ
く
ら
ん
だ
部
分
か
ら

も
ぎ
取
り
、
葉
を
む
し
り
捨
て
て
葉よ
う
へ
い柄
（
葉
の

付
け
根
に
あ
る
棒
状
の
部
分
）
だ
け
を
使
い
ま

す
。
２
本
の
葉
柄
を
束
ね
て
触
角
に
見
立
て
、

ク
ロ
ー
バ
ー
の
花
輪
と
同
じ
要
領
で
左
右
交
互

に
ム
カ
デ
の
足
を
編
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。

ツ
バ
キ
の
草
履

　

ツ
バ
キ
の
葉
の
縁
に
ち
ぎ
れ
な
い
よ
う
に
切

れ
目
を
入
れ
、
く
る
り
と
返
し
て
葉
柄
を
葉
に

差
し
込
む
と
、
小
さ
な
草
履
の
形
に
。

イ
チ
ョ
ウ
の
兎

　

イ
チ
ョ
ウ
の
葉
の
葉
脈
に
沿
っ
て
2
本
の
切

れ
込
み
を
入
れ
て
耳
を
作
り
、
く
る
り
と
た
わ

め
て
葉
柄
を
葉
の
真
ん
中
に
差
し
込
む
だ
け
で

兎
の
姿
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

イ
ヌ
マ
キ
の
手
裏
剣

　

二
つ
折
り
に
し
た
イ
ヌ
マ
キ
の
葉
を
互
い
に

挟
み
合
う
よ
う
に
絡
め
る
と
手
裏
剣
に
。

タ
ン
ポ
ポ
相
撲

　

二
人
で
タ
ン
ポ
ポ
の
花
を
一
輪
ず
つ
持
ち
ま

す
。
守
る
方
は
自
分
の
花
を
前
に
差
し
出
し
、

攻
め
る
方
は
こ
れ
を
自
分
の
花
で
叩
き
ま
す
。

花
が
茎
か
ら
も
げ
た
方
が
負
け
で
、
一
度
で
勝

負
が
付
か
な
け
れ
ば
攻
守
を
変
え
て
繰
り
返
し

ま
す
。

かんたんで道具のいらない草花遊び
森林植生研究領域　主任研究員　五十嵐 哲也

森林総合研究所では、つくば市が行う「出前レクチャー」や「放課後
子ども教室」に協力して、身近な樹木に親しんで森林の役割につい
て理解を深めてもらう活動をしています。

ツバキの草履

イヌマキの手裏剣

クズの百足

イチョウの兎
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私たちのくらしと 森林・木材の放射能
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
放
射
性
物
質
が
大
量
に
放
出
さ
れ
、
事
故
現
場
か

ら
１
６
０
㎞
離
れ
た
中
禅
寺
湖
で
も
水
域
に
生
息
す

る
渓
流
魚
や
水
生
昆
虫
が
汚
染
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
禅
寺
湖
周
辺
河
川
に
お
い
て
（
写
真
１
）、
２
０

１
２
年
の
冬
、
渓
流
魚
の
餌
と
な
る
水
生
昆
虫
等
の

汚
染
度
を
調
べ
ま
し
た
（
写
真
２
）。

水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
細
か
い

砂
泥
状
の
も
の
に
付
着
し
た
状
態
で
移
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
川
の
中
の
底
砂
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
は
低
く
、
測
定
値
の
ば
ら
つ
き
も
小
さ
く
な

り
ま
し
た
（
図
1
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
流
水
中
の

落
葉
や
藻
類
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
細
か
い
砂
泥
状

の
も
の
と
共
に
付
着
し
や
す
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
高
く
な
り
ま
し
た
が
、
付
着

の
仕
方
（
落
葉
や
藻
類
の
表
面
の
構
造
や
水
流
等
の

環
境
条
件
）
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
測
定
値
の
ば
ら

つ
き
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
藻
類
を

食
べ
る
水
生
昆
虫
で
も
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
大

き
く
ば
ら
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
被
食
者
で
あ
る
ヒ

ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
科
の
水
生
昆
虫
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
が
捕
食
者
で
あ
る
カ
ワ
ゲ
ラ
科
と
ア
ミ

メ
カ
ワ
ゲ
ラ
科
の
水
生
昆
虫
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
よ
り
低
い
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
食
物
網
で

渓
流
性
水
生
昆
虫
等
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に

よ
る
汚
染

吉
村 

真
由
美
（
関
西
支
所　

主
任
研
究
員
）

上
位
に
位
置
す
る
分
類
群
の
水
生
昆
虫
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
が
必
ず
し
も
高
い
わ
け
で
は
な
く
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
に
お
い
て
生
物
濃
縮
は
起
こ
ら
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

川
は
流
れ
の
あ
る
瀬
と
流
れ
の
な
い
淵
か
ら
な
り

ま
す
が
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
た
ま
り
や
す
い
淵
に

生
息
す
る
水
生
昆
虫
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
方

が
、
瀬
に
生
息
す
る
も
の
よ
り
高
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
（
図
2
）。
淵
に
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
た
ま
り
や
す
い
こ
と
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
で
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魚
は
同

種
で
あ
っ
て
も
、
流
れ
の
あ
る
渓
流
に
生
息
す
る
個

体
よ
り
、
流
れ
の
な
い
湖
に
生
息
す
る
個
体
の
方
が
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
高
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
フ
タ
オ
カ
ゲ
ロ
ウ
科
の
水
生
昆
虫
は
瀬
と

淵
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
違
い
が
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
（
図

2
）、
こ
れ
は
こ
の
科
の
水

生
昆
虫
が
瀬
と
淵
を
頻
繁
に

往
復
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ

と
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
淵

に
お
い
て
生
物
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
生
物
相

へ
の
影
響
を
正
し
く
評
価
す

る
上
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
、
平
成
24
年

度
科
学
技
術
戦
略
推
進
費

「
重
要
政
策
課
題
へ
の
機
動

的
対
応
の
推
進
お
よ
び
総
合

科
学
技
術
会
議
に
お
け
る
政

策
立
案
の
た
め
の
調
査
」
に

お
け
る
「
高
濃
度
に
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
で
汚
染
さ
れ
た
魚

類
の
汚
染
源
・
汚
染
経
路
の

解
明
の
た
め
の
緊
急
調
査
研

究
」
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

図２　瀬および淵に生息している5科の水生昆虫のセシウム137濃度

図１　中禅寺湖周辺河川における底砂・落葉・藻類・3科の水生昆虫のセシウム137濃度

写真１　中禅寺湖周辺河川

写真２　採集された水生昆虫群集
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森 林（ も り ）を 創 り 活 か す

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
　
九
州
整
備
局
　
熊
本
水
源
林
整
備
事
務
所

協
定
締
結
後
、
当
事
務
所
で
は
こ
れ
ま
で
に
６
３
０

ha
の
間
伐
（
写
真
１
～
３
）
と
１
６
、
２
０
０
ｍ
の
作

業
道
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
は
、
九
州
森
林
管
理
局
が
行

う
素
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
に
、
森
林
整
備
セ

ン
タ
ー
と
し
て
全
国
で
初
め
て
試
行
的
に
参
加
し
、
比

較
的
ま
っ
す
ぐ
な
材
を
合
板
会
社
に
、
大
き
く
曲
が
っ

た
も
の
や
細
い
材
を
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
資
材

と
し
て
チ
ッ
プ
会
社
に
販
売
し
、
合
計
で
約
１
、１
０
０

㎥
の
素
材
供
給
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

こ
の
よ
う
に
民
有
林
と
国
有
林
の
関
係
者
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
路
網
整
備
や
間
伐
材
の
有

効
活
用
な
ど
、
水
源
林
造
成
事
業
は
も
と
よ
り
地
域
の

森
林
整
備
に
も
良
い
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
事
務
所
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
協
定
に
基
づ
く
取
組

を
推
進
し
、
周
辺
森
林
と
一
体
と
な
り
、
水
源
林
造
成

事
業
地
が
水
源
涵か
ん

養
機
能
を
発
揮
し
、
地
域
林
業
の
活

性
化
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

は
じ
め
に

民
謡
「
五
木
の
子
守
歌
」
で
知
ら
れ
る
熊
本
県
球
磨

郡
五
木
村
は
、
村
全
体
が
九
州
山
地
に
位
置
し
て
お
り
、

面
積
の
96
％
を
山
林
が
占
め
、
林
業
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。平

成
21
年
９
月
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
熊
本
水
源
林

整
備
事
務
所
で
は
、「
五
木
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」

を
、
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
、
住
友
林
業
株
式
会
社
、

九
州
横
井
林
業
株
式
会
社
と
締
結
し
ま
し
た
。
平
成
23

年
３
月
に
は
、
新
た
に
王
子
木
材
緑
化
株
式
会
社
も
協

定
に
加
入
し
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
効
率
的

な
路
網
の
整
備
や
森
林
施
業
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
（
図
１
）。

協
定
の
概
要

平
成
25
年
４
月
に
延
長
さ
れ
た
協
定
で
は
、
平
成
30

年
３
月
ま
で
に
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
１
、
４
９
２
ha
、

路
網
整
備
を
６
９
、
３
０
０
ｍ
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。協

定
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
毎
年
３
月
に
運
営
会

議
が
開
催
さ
れ
、
協
定
者
の
他
に
熊
本
県
、
地
元
五
木

村
を
は
じ
め
周
辺
市
町
村
や
森
林
組
合
、
林
業
事
業
体

な
ど
大
勢
の
林
業
関
係
者
が
集
い
、
さ
ら
な
る
効
率
的

な
森
林
整
備
等
に
向
け
て
、
情
報
交
換
や
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

協
定
の
効
果

協
定
の
区
域
内
に
は
、
当
事
務
所
の
水
源
林
造
成
事

業
契
約
地
が
54
件
、
約
２
、
０
０
０
ha
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
の
９
件
の
契
約
地
を
団
地
化
し
、
約
６
４
０
ha

の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
水
源
林
造
成
事
業
地
（
折お
り
だ
て立
団

地
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
折
立
団
地
へ
は
、
林
道
折
立
線
が
唯
一
の

ア
ク
セ
ス
道
で
し
た
が
、
協
定
締
結
に
よ
り
協
定
者
が

開
設
し
た
作
業
道
と
セ
ン
タ
ー
の
作
業
道
を
連
結
し
、

ア
ク
セ
ス
面
で
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
林
道
折
立
線
が
、
平
成
24
年
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
で
被
災
し
通
行
で
き
な
く
な
っ
た
際
に
、
当

該
作
業
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
森
林
整
備
が
滞

り
な
く
進
み
、
林
道
の
復
旧
に
も
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

写真３　間伐後の森林の状況

写真１　現地で素材を集積写真２　集積した素材をトラックへ積込

図１　協定地とセンター水源林造成事業地位置図

水
源
林
造
成
事
業
に
お
け
る
地
域
と
の
連
携

― 

五
木
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
の
取
組
み 

―

契約件数 面積

９件 640ha
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森 林 講 座 の お 知ら せ平成�27 年度
多摩森林科学園において、研究の成果等を分かりやすく解説する森林講座を開催しております。
多数のご来場をお待ちしております。

野生きのこの生態の秘密

家を建てる前に知っておこう！
—木質材料の基礎知識—

変わりゆく森林・林業と生物多様性
—林業は生物多様性を守れるか？—

きのこは森でどのように生きているのでしょうか？なかなか見られな
い野生きのこの生態を紹介し、きのこと森林の関わりについて解説し
ます。

これから木造住宅を建てるあなた！材料の知識は十分ですか？
木材や合板、集成材など、様々な木質材料について基礎から解説します。

明治以降100年余りをかけて草地から転換した人工林が成熟期を迎え
ています。林業が生物多様性の保全に果たす役割について解説します。

講師：根田 仁
きのこ・微生物研究領域長

講師：松原 恵理
複合材料研究領域　主任研究員

講師：山浦 悠一
森林植生研究領域　主任研究員

開催概要
【時　間】各日午後１時15分～午後３時　【会場】多摩森林科学園　森の科学館２階　【定員】40名（要申込、先着順）
【受講料】無料（ 要入園料　大人300円　高校生以下50円　※年間パスポートもご利用できます。）

申込方法
○ 電子メールまたは往復はがきでお申込みください。
○ 電子メール本文または往信はがき裏面に、下記についてご記入ください。
 　　❶受講ご希望講座名・開催日　❷郵便番号・住所　❸受講者名（３名まで可）　❹電話番号
○ 受け付け期間は、各講座開催日の前月の１日から講座開催日の１週間前までです。
○ お申し込みは先着順で受け付け、定員に達した時点で締切ります。
○ 受け付けましたお申込みに対し、先着順で順次ご連絡いたします。
○ 電子メールの宛先▶shinrinkouza@ffpri.affrc.go.jp
 往復はがきの宛先▶〒193-0843　八王子市廿里町1833-81　多摩森林科学園
○ お 問 合 せ 先▶TEL：042-661-1121　　

電子メール送付先
QRコード

第５回 
10月24日

（土）

第６回 
11月13日

（金）

第７回 
12月19日

（土）

森
林
保
険
で
は
、
保
険
契
約
さ
れ
た
森
林

が
火
災
、
気
象
災
（
６
種
類
）、
噴
火
災
に

よ
り
被
災
し
た
場
合
に
、
保
険
金
を
お
支
払

い
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
事
由
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対

し
て
は
、
保
険
金
を
お
支
払
い
し
ま
せ
ん
。

●�

損
害
が
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
の
故

意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
生
じ
た
と
き

●�
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
が
、
ご
契

約
森
林
に
損
害
が
生
じ
て
か
ら
そ
の
通
知

を
せ
ず
に
３
年
経
過
し
た
と
き

●�

損
害
が
戦
争
そ
の
他
の
変
乱
ま
た
は
地
震

に
よ
り
生
じ
た
と
き

●�

て
ん
補
す
べ
き
額
が
４
、０
０
０
円
未
満

の
場
合

森
林
保
険セン
ターからのお
知らせ

加
入
し
て
よ
か
っ
た
！
森
林
保
険

～
保
険
金
支
払
い
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。台
風
、山
火
事
等
に
よ
る
万
が
一

の
災
害
に
備
え
、森
林
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！
～

　森林保険のお申し込み、ご相談は、
最寄りの森林組合連合会、森林組合
が取り扱います。
　また、森林保険センターに直接お
問い合わせいただいても結構です。

（森林保険センター問い合わせ先）
０４４（３８２）３５０２（保険引受課）

森林保険センターホームページ
http://www.ffpri.affrc.go.jp/fic/

講師：井上 明生
研究コーディネータ

潮　害
潮風、潮水浸水な
どによる枯死な
どの損害

噴火災
火山噴火による
焼失、幹折れ、
埋没、根返りなど

の損害

干　害
乾燥による枯死
などの損害

火　災
山火事で
受けた損害

雪　害
大量積雪による
幹折れ、根返り
などの損害

風　害
暴風による
幹折れ、根返り
などの損害

凍　害
凍結、寒風などに
よる枯死などの

損害

水　害
豪雨、洪水による
埋没、水没、
流失などの
損害

保険金の支払い対象となる
８つの災害

８
つ
の
災
害
を
対
象
に
損
害
を

て
ん
補
し
ま
す
。

千葉県・クロマツ22年生の場合
林野火災により、幹が炭化、葉が褐変し、枯死する等の被害を受けました。

契約面積／４．２０ha　　実損面積／２．２１ha
保険料／１３,１３７円/年（ha当たり換算３,１２８円）
お支払いした保険金／３,００５,６００円
� （ha当たり換算１３６万円）

秋田県・スギ37年生の場合
大雪により、雪の重みによる幹折れ等の被害を受けました。

契約面積／６．４３ha　　実損面積／０．５１ha
保険料／１６,９６３円/年（ha当たり換算２,６３８円）
お支払いした保険金／６２５,７７０円
� （ha当たり換算１２３万円）

熊本県・スギ47年生の場合
豪雨により、山地崩壊が発生し被害を受けました。

契約面積／８．５５ha　　実損面積／１．０１ha
保険料／６３,４０７円/年（ha当たり換算７,４１６円）
お支払いした保険金／３,１２０,９００円
� （ha当たり換算３０９万円）

佐賀県・ヒノキ44年生の場合
台風（暴風）により、倒伏、倒木、幹折れ、根返り等の被害を受けました。

契約面積／０．７０ha　　実損面積／０．３４ha
保険料／９,９２１円/年（ha当たり換算１４,１７４円）
お支払いした保険金／１,２６８,２００円
� （ha当たり換算３７３万円）

【火災】 【雪害】

【水害】 【風害】

　過去においては、平成16年に発生した大規模な台風災害に対し、全国で100億円を超える保険金をお支払いするなど、
森林所有者の経済的損失を補うセーフティーネットとして、大きな役割を果たしています。

保険金支払いの事例
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「もりの展示ルーム」
公開

子ども樹木博士
イベント開催

林芳正農林水産大臣（前列左から2人目）が展示視察

今
年
度
は
、
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
推
進
本
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
新
た
に
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
の
柘
植
あ
づ
み
教
授
を
お

迎
え
し
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
近
年
要
望
が
大
き
く
な

り
つ
つ
あ
る
介
護
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
予
定

で
す
。
手
始
め
に
、
７
月
に
第
18
回
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
推
進
セ
ミ

ナ
ー
と
し
て
「
独
居
・
老
老
介
護
・
遠
距
離
介
護
へ
の
備
え
と

対
応
」
を
開
催
し
、
多
く
の
職
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
介
護
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
介
護
コ
ラ
ム
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
週
間
に
お
け

る
意
識
啓
発
や
男
女
共
同
参
画
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
情
報
発
信
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
も
り
の
展
示
ル
ー
ム
」を
７
月
18
日（
土
）～
８
月
31
日（
月
）

に
公
開
し
ま
し
た
。「
つ
く
ば
ち
び
っ
子
博
士
２
０
１
５
」
の

会
場
の
一
つ
と
し
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
企
画
展
「
シ
カ

の
生
態
と
森
林
の
保
全
」
で
は
、
増
え
す
ぎ
て
森
林
に
影
響
を

与
え
る
シ
カ
に
つ
い
て
特
別
展
示
し
ま
し
た
。
生
き
た
カ
ブ
ト

ム
シ
コ
ー
ナ
ー
は
今
年
も
大
好
評
、
動
物
の
剥
製
や
世
界
一
重

い
木
・
軽
い
木
な
ど
多
数
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
樹
木
博
士
イ
ベ
ン
ト
を
７
月
25
日
（
土
）
に
開
催

し
、
参
加
し
た
子
供
達
は
樹
木
園
で
30
種
類
の
樹
木
に
つ
い
て

学
び
、
樹
木
博
士
テ
ス
ト
を
受
け
て
「
子
ど
も
樹
木
博
士
認
定

証
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、夏
休
み
昆
虫
教
室
を
８
月
１
日
（
土
）
に
開
催
し
、

子
供
達
は
昆
虫
の
採
り
方
・
調
べ
方
、
体
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
ぶ
と
と
も
に
、
カ
ブ
ト
ム
シ
・
セ
ミ
の
標
本
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

６
月
17
日
～
19
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィJapan�2

0
1
5

バ
イ
オ
マ
ス
エ
キ

ス
ポ
」
に
お
い
て
、
当
所
で
研
究
・
開
発
を
進
め
て
い
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
技
術
を
紹
介
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

３
日
間
で
約
４
万
人
の
来
場
が
あ
り
、
当
所
の
展
示
ブ
ー
ス
に

も
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
19
日
に
は
、
林
芳
正

農
林
水
産
大
臣
も
お
立
ち
寄
り
に
な
り
、
ト
ド
マ
ツ
か
ら
の
空

気
浄
化
剤
や
木
製
単
層
ト
レ
イ
、
高
品
質
半
炭
化
ペ
レ
ッ
ト
燃

料
、
木
材
の
直
接
メ
タ
ン
発
酵
な
ど
の
技
術
に
つ
い
て
ご
説
明

し
、
予
定
時
間
を
超
過
す
る
ほ
ど
熱
心
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
18
日
の
講
演
会
で
は
、
加
工
技
術
研
究
領
域
の
柳

田
主
任
研
究
員
が
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
評
価
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
多
く
の
立
ち
見
が
出

る
ほ
ど
の
盛
況
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
所
の
大
平
辰
朗
樹
木
抽
出
成
分
研
究
室
長
が｢

樹
木
抽
出

成
分
を
利
用
し
た
空
気
浄
化
剤
の
開
発｣

の
功
績
に
よ
り｢

第

40
回
井
上
春
成
賞｣

を
受
賞
し
ま
し
た
。
井
上
春
成
賞
は
大
学
、

研
究
機
関
等
の
独
創
的
な
研
究
成
果
を
も
と
に
し
て
企
業
が
開

発
、
企
業
化
し
た
技
術
で
、
特
に
優
れ
た
も
の
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
農
林
水
産
省
関
係
研
究
機
関
に
お
い
て
２
人
目
の
受

賞
で
す
。

　

当
所
は
日
本
か
お
り
研
究
所
株
式
会
社
と
共
同
研
究
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
が
、
ト
ド
マ
ツ
の
枝
葉
の
香
り
成
分
が
有
す
る

二
酸
化
窒
素
等
の
環
境
汚
染
物
質
の
強
力
な
浄
化
能
力
に
着
目

し
、
世
界
に
類
の
な
い
画
期
的
な
空
気
浄
化
技
術
を
開
発
し
て

商
品
化
に
成
功

し
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
商
品
は

現
在
エ
ス
テ
ー

（
株
）
よ
り
ク
リ

ア
フ
ォ
レ
ス
ト

製
品
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

贈
呈
式
は
７

月
15
日
、
日
本

工
業
倶
楽
部
会

館
に
お
い
て
多

く
の
関
係
者
が

臨
席
す
る
中
で

行
わ
れ
ま
し

た
。

●
ノ
ー
ト

樹
種
間
差
お
よ
び
測
定
誤
差
を
考
慮
し
た
胸
高
直
径

　
︱
樹
高
関
係
の
ベ
イ
ズ
推
定

　

伊
東�

宏
樹

パ
ラ
グ
ア
イ
西
部
チ
ャ
コ
地
方
に
生
育
す
る

C
eiba chodatii 

の
ア
ロ
メ
ト
リ
式
（
英
文
）

　

佐
藤�

保
、
斉
藤�

昌
宏
、D

elia�R
A
M
ÍR
E
Z

、

　

�Lidia�F.�P
É
R
E
Z
�D
E
�M
O
LA
S

、
鳥
山�

淳
平
、

　

門
田�

有
佳
子
、
清
野�

嘉
之
、E

m
igdio�H

E
R
E
B
IA

、�

　

�E
dgardo�D

U
R
É
�V
E
R
A

、Jorge�D
avid�R

A
M
IR
E
Z
�

O
R
TE
G
A

、�M
irtha�V

E
R
A
�D
E
�O
R
TIZ
�

●
研
究
資
料

事
務
所
の
内
装
に
使
わ
れ
た
木
材
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
視
覚
的
影
響

　
︱
聞
き
取
り
調
査
︱

　

末
吉�

修
三
、
森
川�

岳�
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エンカレッジ推進本部アドバイザー
柘植あづみ先生（中央左）と参画室
のメンバー

男女共同参画週間の展示の様子

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
開
催

「
も
り
の
展
示
ル
ー
ム
」
公
開

バ
イ
オ
マ
ス
エ
キ
ス
ポ
展
に
出
展

平
成
27
年
度

�

男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
組

森
林
総
合
研
究
所
研
究
報
告

井
上
春
成
賞
受
賞

大平室長の受賞挨拶

左から大平室長、沢田理事長、日本かおり研究所の金子社長 研究成果をもとに開発された空気浄化剤「クリアフォレスト」


